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17・負荷心筋シンチゲラフィ24時間像による心筋

　　▼iabilityの評価
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　虚血性心疾患における運動負荷心筋シンチグラフィで

の心筋viabilityの評価に対する精度向上のために24時

間像追加の有用性について検討した．運動負荷3時間後

像で再分布のないfixed　defect（FD）を有する32例に対

して24時間像を追加した．3時間でFDを示した症例

の半数において24時間像で再分布を認めviableな心筋

の存在が示唆された．21例においてはPTCA，　CABG

施行後にも負荷心筋シンチグラフィを施行した．24時間

像で再分布を認めた9割にPTCA，　CABG後にT1の明

らかな集積増加を示しviabilityを正しく評価していた

と考えられた．24時間像で再分布を示さなかったものの

65％ではT1の集積増加を認めなかった．24時間像は

画質的にも読影に十分耐えるものであり心筋viability評

価の精度向上に有用であった．

1＆　一側下肢エルゴメーター負荷による運動筋と非運

　　動筋の血管抵抗比の評価（第1報）：健常者におけ

　　る検討
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　一側下肢運動負荷による運動筋群の自己調節による血

管拡張と対側の非運動筋群の血管収縮の程度を検討する

ため，運動負荷中にT1－201を急速静注し，その分布よ

り左右下肢の血管抵抗比を評価した．健常者（28－45歳）

で右下肢のエルゴメータ負荷を行い，T1・201静注5分後

から全身シンチグラムを撮像し，全身の計数に対する各

臓器および下肢筋肉の％doseを求めた．運動筋群では

有意に増加し，非運動筋群では低下し，血管抵抗を反映

していると考えられた．

19．虚血性脳血管障害におけるCAG，脳RIアンギオ

　　ならびに脳血流および血液量SPECT所有の比較

　　検討
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　脳血管造影（CAG）が施行された虚血性脳血管障害症

例について，CAG所見を脳血流量（CBF）および血液量

（CBV）SPECTならびに脳RIアンギオ（RNA）所見と

比較検討した．対象は脳梗塞67症例など計100例で，各

検査は既報の方法で施行した．CBF比とCBV比は健常

部に対する病巣部の計数比とし，他の画像所見は視覚的

にスコア化して，これら半定量所見相互の相関性を

Student’s　t検定した．　RNAの早期灌流像はCAGの血

管所見と最も強い相関を，またRNAのflip・・flop灌流

像はCAGの側副灌流像と有意（P＜0．001）に相関した．

これら結果は，RNAがrCBFおよびrCBV所見に脳
内血行動態所見を補完することを示した．

20．99mTc・HM・PAOを使用した三宅式記銘試験によ

　　る記憶負荷脳血流シンチ
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　99mTc・HM－PAOを使用した，三宅式記銘試験による

記憶負荷脳血流シンチを正常3例，健忘症候群9例に施

行し賦活部位と程度を検討した．記銘試験負荷後では，

言語領野である下前頭回弁蓋部，上側頭回に賦活を認め

た．左右一側，または両側が賦活され，明らかな左側優

位の所見は得られなかった．前頭葉の賦活された症例が

多かったが，とくに下前頭回眼窩部の賦活が多くみられ，

興味ある所見と思われた．Papez回路である海馬，帯状

回，視床での賦活はわずかしかなかった．今回は，軽症

の健忘症例が多かったためか，正常例との差は認められ

なかった．安静時局所脳血流低下の見られた症例では健

側がより賦活された．
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